
ご使用後は、忘れずに電源スイッチを切ってください。

AJ- DC

ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いくだ
さい。そのあと大切に保管し、わからないときは再読してください。

上手に使って、上手に節電

取扱説明書

Digital Video Cassette Recorder

保証書別添付
保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店名」等の記入を
お確かめのうえ、お受け取りください。
製造番号は、品質管理上重要なものです。お買い上げの
際は、製品本体と保証書の製造番号をお確かめください。

著作権（録画テープの取り扱い）
あなたがビデオで録画したテープは、個人として楽しむ
ほかは著作権法上、権利者に無断で使用はできません。
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安全上のご注意 必ずお守りください

おお使使いいににななるる人人やや他他のの人人へへのの危危害害、、財財産産へへのの損損害害をを未未然然にに防防止止すするるたためめ、、
必必ずずおお守守りりいいたただだくくここととをを、、次次ののよよううにに説説明明ししてていいまますす。。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、
説明しています。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。
(下記は、絵表示の一例です。) 

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性が
想定される」内容です。

警告

注意

このような絵表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」内容です。

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

警告設置について

禁　止

たこ足配線などで
定格を越えると、
発熱による火災の
原因となります。

■コンセントや配線機器
の定格を越える使い方
や、交流100V以外で
の使用はしない！

■電源コードに重いもの
を載せない！

本機の下敷きにな
らないよう注意し
てください。
コードが傷つい
て、火災・感電を
起こすおそれがあ
ります。

禁　止

■コードに重いものを
載せない！

本機の下敷きにな
らないよう注意し
てください。
コードが傷つい
て、火災・感電を
起こすおそれがあ
ります。

禁　止
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警告

警告

設置について

使用方法について

■ぬれた手で、電源プラグ
の抜き差しはしない！

感電の原因となり
ます。

禁　止

■不安定な場所に置かな
い！

落ちたり、倒れた
りしてけがの原因
となります。

禁　止

■水場に設置しない！

火災・感電の
原因となりま
す。

水場使用禁止

■付属品・オプションは、
指定の製品を使用する！

本体に誤って指定
外の製品を使用す
ると、火災や事故
を起こすおそれが
あります。

■本機の上に水の入った
容器、小さな金属物を
置かない！

本機内部にはいる
と、故障や事故を
起こすおそれがあ
ります。禁　止

■表示された電源電圧以
外は、使用しない！

火災・感電のおそ
れがあります。

禁　止

■電源コード・電源プラグ
が破損するようなことは
しない！
傷つけたり、加工したり、
高温部に近づけたり、無
理に曲げたり、ねじった
り、引っ張ったり、重い
ものを載せたり、束ねた
りしない！

傷んだまま使用す
ると、感電・ショ
ート・火災の原因
になります。

Oコードやプラグの修理
は、お買い上げの販売店
に、ご相談ください。

禁　止

禁　止

■機器が濡れたり、水が
入らないようにする！

火災・感電のおそ
れがあります。
雨天・降雪・海
岸・水辺での使用
は、特にご注意く
ださい。

禁　止

■機器の開口部から異物
を差し込んだり、落と
し込んだりしない！

火災・感電のおそ
れがあります。

■水場で使用しない！

火災・感電の
原因となりま
す。

水場使用禁止

■電源プラグは、根元ま
で確実に差し込む！

感電の原因になり
ます。

分 解 禁 止

■本機を改造しない！

火災・感電の原
因となります。
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警告使用方法について

警告異常時の処理
について

■本機の裏ぶた・キャビ
ネット・カバーなどを
外さない！

感電の原因とな
ります。

分 解 禁 止

O点検・整備・修理は、お買
い上げの販売店に、ご依頼
ください。

■指定のカバー以外は、
外さない！

感電の原因とな
ります。

分 解 禁 止

O点検・整備・修理は、お買
い上げの販売店に、ご依頼
ください。

■本機を落としたり、破損
した場合は、電源スイッ
チを切り、電源 (プラ
グ) を抜く！

そのまま使用す
ると、火災・感
電を起こすおそ
れがあります。電源プラグ

を抜く

■煙が出ている、変なにお
いや音がするなどの異常
状態の場合は、電源スイ
ッチを切り、電源 (プラ
グ) を抜く！

火災・感電の原
因となります。

電源プラグ
を抜く

Oお買い上げの販売店に、修
理をご依頼ください。

■本機の内部に異物が入っ
た場合は、電源スイッチ
を切り、電源 (プラグ)
を抜く！

そのまま使用す
ると、火災・感
電を起こすおそ
れがあります。電源プラグ

を抜く

■本機の内部に水などが
入った場合は、電源ス
イッチを切り、電源
(プラグ) を抜く！

そのまま使用す
ると、火災・感
電を起こすおそ
れがあります。電源プラグ

を抜く

■電源コードが傷んだ場合
は、交換を依頼する！

そのまま使用す
ると、火災・感
電を起こすおそ
れがあります。

Oお買い上げの販売店に、ご
相談ください。
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注意設置について

警告お手入れについて

プラグにほこりが
たまると、湿気等
で絶縁不良とな
り、火災の原因と
なります。

■電源プラグのほこりなど
は、定期的にとる！

O電源プラグを抜き、乾いた
布で拭いてください。

禁　止

■電源コードを熱器具に
近づけない！

コードの被覆が溶
けて、火災・感電
の原因となること
があります。 禁　止

■油煙や湯気が当たる場
所に置かない！

火災・感電の原因
となることがあり
ます。

禁　止

■本機の通風孔をふさが
ない！

通風孔をふさぐと
内部に熱がこも
り、火災の原因と
なることがありま
す。
次のような使い方
は、しないでくだ
さい。

O本機を風通しの悪い所に押
し込む。

Oテーブルクロスを掛けた
り、じゅうたんや布団の上
に置く。

禁　止

火災・感電の原因
となることがあり
ます。

■湿気やほこりの多い場
所に置かない！

禁　止

■プラグを抜くときは、
電源コードを引っ張ら
ない！

コードが傷つき、
火災・感電の原因
となることがあり
ます。

O必ずプラグを持って抜いて
ください。

禁　止

感電の原因となる
ことがあります。

■ぬれた手でコネクター
を抜き差ししない！

禁　止

■コネクターを抜くとき
は、コードを引っ張ら
ない！

コードが傷つき、
火災・感電の原因
となることがあり
ます。

O必ずコネクターを持って抜
いてください。

禁　止

■コードやショルダーベル
トを下にたらさない！

ふれたり、引っか
けたりすると、落
ちてけがをするお
それがあります。

■動かないように固定す
る！

車に載せる場合、
本機をしっかり固
定しないと、事故
につながる恐れが
あります。
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注意

注意お手入れについて

使用方法について

■本機の上に重い物を
置かない！

バランスがくずれ
て、落下し、けが
の原因となりま
す。

禁　止

■本機に乗らない！

倒れたり、壊れた
りし、けがの原因
になります。

禁　止

■カセットテープ挿入口
に、手をはさまれない
ように注意する！

けがの原因とな
ります。

指に注意

■長期間使用しないとき
は、安全のため電源プ
ラグをコンセントから
抜く！

火災の原因とな
ることがありま
す。

電源プラグ
を抜く

■移動させる場合は、電源
スイッチを切り、プラグ
を抜き、外部の接続コー
ドを外す！

コードが傷つ
き、火災・感電
の原因となるこ
とがあります。電源プラグ

を抜く

■お手入れの際は安全のた
め、電源スイッチを切り、
電源 (プラグ) を抜く！

火災・感電の原
因となることが
あります。

電源プラグ
を抜く

■1 年に 1 度ぐらいは、
販売店に内部の掃除の
相談を！

本機の内部にほこ
りがたまったま
ま、使用し続ける
と、火災・故障の
原因となることが
あります。

■運転中、運転者は操作
や鑑賞をしない！

操作・鑑賞をする
場合、必ず車を停
止させて行ってく
ださい。禁　止

■専用ACアダプター以
外は、使用しない！

定格外のACアダ
プターを使用する
と、火災の原因と
なることがありま
す。

禁　止

■雷が鳴り出したら、使
うのをやめる！

落雷すると、感
電死につながり
ます。

接 触 禁 止

■使用時は、安定した場所
と、充分な体勢を確保す
る！

けがや死亡につな
がります。
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概　要

本機は、1/4インチ幅の小型カセットテープを採用
し、525I/50Mbpsの記録・再生ができます。しか
も、既存のDVCPRO (25 Mbps) カセットテープへ
の記録・再生も可能な、マルチパーパスのデジタル
VTRです。
デジタル圧縮技術を採用した高画質VTRで、ダビン
グ時の画質・音質の劣化が大幅に少なくなっていま
す。

また、本機は小型・軽量設計になっておりますので持
ち運びにも負担が軽く、ラックに設置するときにも楽
に行えます。
機器の各設定は、モニターテレビのオンスクリーンメ
ニューを見ながら対話方式で行います。

特　長

小型・軽量
本機のサイズは幅214 mm、高さ132 mm、奥
行430 mm、重量は7.8 kgです。
把手を装備しているため、持ち運びに便利です。

効率的なラックへの設置
本機の幅は、19インチの1/2サイズ、高さは3U
サイズです。
ラックへの設置が、従来機の2倍の効率で経済的
です。

長時間の記録・再生
Lカセット使用時には、50Mbpsモードで92分、
25Mbpsモードで184分＊の最長記録・再生が
行えます。

Lカセット/Mカセット対応
本機は、フロントローディングメカニズムを採用
しています。DVCPRO/DVCPRO 50フォーマッ
トのL/Mカセットの記録再生が可能です。

AC/DCオペレーション
本機の電源は、AC 100VとDC 12Vの両方に対
応しています。

つなぎ撮り機能
RECボタンとPAUSEボタンを組み合わせて使用
することで、オートバック機能が働き、乱れるこ
となく、映像をつなぐことができます。

オンスクリーンメニュー設定
きめ細かな機能設定を、オンスクリーンで行うこ
とができます。

音声調整ボリューム装備
本機では、2チャンネルの記録・再生用音量調整が
できます。

タイムコード
本機はTCG (タイムコードジェネレーター) /TCR
(タイムコードリーダー) を内蔵しています。
また、外部からのタイムコードを入力することが
できますので、外部タイムコードにリジェネする
ことが可能です。

SDI端子搭載可能
本機は、デジタルVTRの特長を生かすSDI入出力
ボード (AJ-YA95P) をオプションで搭載できま
す。

9ピンリモートコントロール
9ピンのリモートコントロール端子を装備していま
すので、外部リモートコントローラー (AJ-A95：
オプション) からの操作が可能です。

エンコーダーリモコン
15ピンのエンコーダーリモコン端子を装備してい
ますので、外部エンコーダーリモートコントロー
ラー (AU-Z2001：オプション) からアナログ映
像出力部の調整が可能です。

＊25Mbpsモードで184分記録されたテープは、DVCPRO
(25M) 長時間テープ対応VTRにてご使用ください。
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フロントパネル
1POWERスイッチ
押すと電源が入り、カウンター表示部が点灯しま
す。再度押すと、電源がOFFになります。

2カセット挿入口
取材カセットおよび、汎用カセットの挿入口です。
<ノート>
民生用DVカセットは、挿入しないでください。

3EJECTボタン
押すとテープがアンロードし、数秒後自動的にカ
セットを排出します。
カウンター表示部がCTL表示のときは、表示がリ
セットされます。

4REC/REC INHランプ
REC ： 録画中に点灯します。
REC INH ： カセット誤消去防止状態になっている

ときに点灯します。
また、REC INHIBIT スイッチP が
ONのときに点灯します。
このとき、記録はできません。

5REMOTEランプ
LOCAL/MENU/REMOTE スイッチ = で、
REMOTEを選択したときに点灯します。

6WIDEランプ
WIDEモードのときに点灯します。

7SCHランプ
外部同期信号のサブキャリア位相が、一定の範囲
内にあるときに点灯します。

8SERVOランプ
ドラムサーボおよびキャプスタンサーボがロック
すると、点灯します。

9チャンネルコンディション・ランプ
エラーレートの状態に応じて、点灯します。
(緑→青→赤)
緑：ビデオ/オーディオの再生信号のエラーレート
が、共に良好なときに点灯します。

青：ビデオ/オーディオの再生信号のいずれかのエ
ラーレートが悪化したときに点灯します。こ
のランプが点灯しても、再生画は正常です。

赤：ビデオ/オーディオのいずれかの再生信号に、
修正/補間がかかったときに点灯します。

:レベルメーター
オーディオ信号の各レベルを表示します。
オーディオ信号は、記録時およびE-E選択時には
入力信号のレベルを、再生時には出力信号の各レ
ベルを表示します。

;カセット挿入/テープ走行表示ランプ
本機にカセットが挿入されているときに、このラ
ンプが点灯します。

：テープ挿入・STANDBY ON時
：テープ挿入・STANDBY OFF (HALF
LOADING) 時

：テープ走行時、セグメント表示がテープ
走行に合わせて移動します。

：ファンが停止したとき、停止した側の
が点滅します。

<カウンター表示部
TC、CTLのカウント値や、オンスクリーン情報等
の各種メッセージを表示します。
DC電源使用時は、電圧が低下した場合に、ワーニ
ングとして点滅します。
約10.6 Vまで低下すると、自動的に電源がOFF
になります。

=LOCAL/MENU/REMOTEスイッチ
メニュー設定もしくは、外部から本機をコントロ
ールするときに切り替えます。
LOCAL ：本機の操作パネルで本機をコントロー

ルするとき。
MENU ：オンスクリーンメニューを設定すると

き。
REMOTE ：外部リモートコントローラー (AJ-

A95) で本機をコントロールするとき。

各部の名称と機能
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> INPUT SELECTボタンとランプ
入力信号の切り替えを行います。
ボタンを押すごとに、ANALOGとSDIが交互に
切り替わります。
<ノート>
ビデオ信号とオーディオ信号の入力を、別々に
ANALOGとSDIとに切り替えはできません。

ANALOG：アナログコンポジットビデオ信号とア
ナログオーディオ信号を入力するとき
に選択します。選択すると、ANALOG
ランプが点灯します。
選択していて、アナログコンポジット
ビ デ オ 信 号 入 力 が 無 い と き は 、
ANALOGランプが点滅します。

SDI ：オプションのSDI入出力ボードを装備
した場合、SDI 入力を選択できます。
選択すると、SDIランプが点灯します。
選択していて、SDI 信号入力が無いと
きは、SDIランプが点滅します。

?オーディオ信号記録レベルの調整ボリューム
オーディオ信号CH1/CH2の記録レベルを調整し
ます。
PULL FOR VARIABLE方式で、つまみを引き上
げた位置ときに調整できます。つまみを押し下げ
た位置の場合は、信号レベルが初期値になります。

@オーディオ信号再生レベルの調整ボリューム
オーディオ信号CH1/CH2の再生レベルを調整し
ます。
PULL FOR VARIABLE方式で、つまみを引き上
げた位置ときに調整できます。つまみを押し下げ
た位置の場合は、信号レベルが初期値になります。
<ノート>
CUEオーディオのレベルは調整できません。

ACH3/CH4ランプ
50 Mbpsモードのときに、セットアップメニュー
No. 711でTR3/4を選択したときに点灯します。
また、オプションのSDI 入出力ボードを装着し、
SDI 入力を選択して、セットアップメニューNo.
712でCH3/4を選択したとき、E-E時に点灯し
ます。(再生中は、No. 711の設定により点灯しま
す。)(41ページ参照)

B50 Mbpsランプ
50 Mbpsモードのときに点灯します。

Cヘッドホンジャック
ステレオヘッドホンを接続すると、記録/再生の音
声を、ヘッドホンでモニターできます。

D音量調整ボリューム
ヘッドホンの音量を調整するボリュームです。

Eオーディオモニター切り替えスイッチ
オーディオモニター出力とヘッドホン出力のチャ
ンネルを選択します。
CH1 ：Lch/Rch両方ともCH1の音声が出力さ

れます。
ST ：セットアップメニューNo. 708 と No.

709で選択した音声が出力されます。
CH2 ：Lch/Rch両方ともCH2の音声が出力さ

れます。

FREWボタン
押すと、テープを巻き戻します。、TAPE/EEスイ
ッチMが「TAPE」のときには、再生画をモニタ
ーすることができます。
サーチモード (サーチスチル/FWDサーチ/FWD
サーチスチル/REV サーチスチル) 中に押すと、
REVサーチになり、セットアップメニューNo.
100で設定したスピードで巻き戻し再生します。
(19ぺージ、34ページ参照)
スローモード (スロースチル/FWDスロー/FWD
スロースチル) 中に押すと、REVリニア0.3倍速
再生になります。(20ぺージ参照)
リニア0.3倍速再生は、ノイズが現れますが異常
ではありません。

GSTOPボタン
押すと、テープ走行が停止し、TAPE/EEスイッ
チMが「TAPE」のときには、静止画をモニター
することができます。
ストップモード中でもドラムは回転し、テープは
ドラムに密着しています。
ストップモードが一定時間以上経過すると、テー
プ保護のために自動的にスタンバイOFF (ハーフ
ローディング) モードになります。
本機にカセットを入れた直後は、ストップモード
になります。

各部の名称と機能
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各部の名称と機能

HFFボタン
押すと、テープを早送りします。TAPE/EEスイ
ッチMが「TAPE」のときには、再生画をモニタ
ーすることができます。
サーチモード (サーチスチル/REVサーチ/REVサ
ーチスチル/FWD サーチスチル) 中に押すと、
FWDサーチになり、セットアップメニューNo.
100 で設定したスピードで早送り再生します。
(19ぺージ、34ページ参照)
スローモード (スロースチル/REVスロー/REVス
ロースチル) 中に押すと、FWDリニア0.3倍速再
生になります。(20ぺージ参照)
リニア0.3倍速再生は、ノイズが現れますが異常
ではありません。

ISEARCHボタン
押すと、サーチモードあるいは、スローモードに
なります。(19、20ページ参照)

JPLAYボタン
押すと、再生が始まります。
RECボタンと同時に押すと、記録が始まります。

KPAUSE/STILLボタン
記録中に押すと、一時停止します。再度押すと、
記録を再開します。
再生中に押すと、静止画になります。再度押すと、
再生を再開します。
FWD/REVサーチ中に押すと、一時停止 (ＦＷＤ
/REV サーチスチル) します。再度押すと、
FWD/REVサーチを再開します。
FWD/REVスロー中に押すと、一時停止 (ＦＷＤ
/REV スロースチル) します。再度押すと、
FWD/REVスローを再開します。
FWD/REVスローは、リニア0.3倍速再生です。
静止画および、リニア0.3倍速再生画には、ノイ
ズが現れますが異常ではありません。
(20ページ参照)

LRECボタン
PLAYボタンと同時に押すと、記録が始まります。
STOP 中や EJECT 中に REC ボタンを押すと、
TAPE/EEスイッチがTAPEに設定されていても、
入力ビデオ信号やオーディオ信号を確認すること
ができます。
また、タイムコードジェネレーターの値を確認す
ることができます。(REC CHECKモード)
STOP ボタンなど、他の操作ボタンを押すと、
REC CHECKモードが解除されます。

MTAPE/EEスイッチ
STOP・FF・REW中に出力される信号を選択し
ます。
TAPE：テープから再生される信号を出力します。
EE ： INPUT SELECTボタンで選択された入力

信号を出力します。
<ノート>
OセットアップメニューNo. 105をRECに設定
しているとき、スイッチの位置にかかわらず、
STOP時はE-Eモードになります。(34ページ
参照)

O切り替え時に画像と音声が乱れることがありま
す。

NCOUNTERボタン
カウンター表示部の切り替えを行います。
押すごとに「CTL→TC→UB→ r→CTL…」と
切り替わります。
CTL ：テープタイマー (コントロール信号) を表示

します。
TC ：タイムコードを表示します。
UB ：ユーザービットを表示します。
r ：テープ残量を分単位で表示します。

(例) [r102]：102分のテープ残量があり
ます。

ORESETボタン
CTL モード時に押すと、カウンターの表示が
00:00:00:00 になります。

PREC INHBITボタン
カセットテープへの記録禁止と許可を選択します
ON ：カセットテープへの記録を禁止します。

ディスプレイのREC INHIBITランプが点
灯します。

OFF ：カセットテープの誤消去防止機構が記録可
能なときに、カセットテープへの記録が可
能です。
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コネクター部

各部の名称と機能

1AC INコネクター
AC電源のインレットです。
付属の電源コードを接続します。
AC100V (±10%) で使用してください。
電圧が極端に低下した場合、本機の電源は自動的
にOFFになります。再度、電源電圧が回復しても、
復帰に数分かかります。この場合、POWERスイ
ッチをOFFにして、数分後、再起動してください。
AC電源とDC電源の両方が接続されている場合、
AC電源が優先されます。

2DC IN端子
DC 12 V電源の入力端子です。
オプションのACアダプター (AJ-B75) をご使用
ください。
電圧が約10.6Vまで低下した場合、本機の電源は
自動的にOFFになります。再度、電源電圧が回復
しても、復帰に時間がかかることがあります。
AC電源とDC電源の両方が接続されている場合、
AC電源が優先されます。

3DC OUT端子
DC 12 Vの出力端子です。
外部リモートコントローラー (AJ-A95) に電源を
供給します。
DC電源ケーブルは、AJ-A95に同梱されています。

4ヒューズホルダー
2.5 Aのヒューズが入っています。

5AUDIO MONITOR OUT (Lch/Rch) 端子
オーディオモニター信号の出力端子です。
フロントパネルのオーディオモニター切り替えス
イッチおよび、セットアップメニューNo. 708で
出力するチャンネルの選択が可能です。
(40ページ参照)

ピンNo. 信号内容

1 Ground

2 ───

3 ───

4 ＋12 V

3
1
2

4

ピンNo. 信号内容

1 Ground

2 ───

3 ───

4 ＋12 V1

2

3

4
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コネクター部

各部の名称と機能

ピンNo. 信号内容

1 Frame Ground

2 Transmit A

3 Receive B

4 Receive Common

5 ───

6 Transmit Common

7 Transmit B

8 Receive A

9 Frame Ground

1 6

95

ピンNo. 信号内容

1 ───

2 Set Up

3 C Level

4 Ground

5 ＋9 V

6 System H

7 SYS. SC. Coarse (2)

8 －9 V

9 Hue

10 Video Level

11 Ret Ground

12 ───

13 ───

14 SYS. SC. Fine

15 SYS. SC. Coarse (1)

1

8

9

15

?ファンモーター
本機の冷却用のファンモーターです。

@把手
把手は側面に付いていますが、本機を動作させる
ときは、本機を水平に設置してください。

ASDIカード (オプション) 用スロット
オプションのコンポーネントシリアルインターフ
ェースボード (SDI 入出力ボード：AJ-YA95P)
用のスロットです。

>ENCODER REMOTE端子
ビデオ出力信号の各設定を外部から調整するとき
に、外部エンコーダーリモートコントローラー
(AU-Z2001：オプション) を接続します。
<ノート>
セットアップメニューNo. 00をREMOTEに設定
してください。(31ページ参照)

6VIDEO MONITER OUT端子
映像モニター信号の出力端子です。
スーパーインポーズしたビデオ信号の出力ができ
ます。
スーパーインポーズは、セットアップメニューNo.
002でON/OFFの切り替えが可能です。
(33ページ参照)

7VIDEO IN/OUT端子
アナログコンポジットビデオ信号の入力端子と出
力端子です。

8AUDIO OUT (CH1/CH2) 端子
アナログオーディオ信号の出力端子です。

9AUDIO IN (CH1/CH2) 端子
アナログオーディオ信号の入力端子です。

:REF VIDEO IN端子と75Ω終端スイッチ
リファレンス・ビデオ信号の入力端子です。
RS-170Aに準拠したコンポジットビデオ信号、
または、ブラックバースト信号を入力してくださ
い。
終端する場合には、スイッチを「ON」にします。

;TC IN端子
外部タイムコードを、テープ上に記録するための
端子です。

<TC OUT端子
再生時は、再生タイムコードを出力します。
記録時は、内部タイムコード・ジェネレーターの
発生するタイムコードを出力します。

=REMOTE CONTROL端子
外部リモートコントローラー (AJ-A95：オプショ
ン) を接続して、外部から本機を操作することがで
きます。
<ノート>
OLOCAL/MENU/REMOTEスイッチは、REMOTE
の位置にしてください。

ORS-422Aインターフェース準拠ですが、編集
関係の機能は動作しません。
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接続例

モニター

アンプ内蔵スピーカー

AUDIO MONITOR 出力

VIDEO MONITOR 出力
ACケーブル (同梱)

AC100 Vまたは、
ACアダプター

AJ-B75 (オプション)
4ピン DC電源ケーブル (AJ-B75に同梱)

9ピンRS-422Aケーブル
(オプション)

4ピン DC電源ケーブル (AJ-A95に同梱)

AJ-D95DC

AJ-A95

ビデオ入力信号とリファレンスビデオ
入力信号について

VIDEO IN端子とREF VIDEO IN端子へ、同時に信
号を入力する場合、それぞれの信号は同期のとれた信
号にしてください。
同期がとれていない場合、「E-E画面がダンシングす
る。」、「タイムコード表示の歩進が遅くなる。」、「操作
の応答が遅くなる。」等の現象が発生します。（ただし、
記録は正常に行います。）

この場合、セットアップメニューNo. 600を「VF」
に設定することにより、画面表示を正常にすることが
できます。（39ページ参照）
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CH1

AUDIO OUT 25

CH1
ST

CH2

AUDIO MON SELECT

CH 3·4 50Mbps

CH2

REC

INPUT SELECT

ON

OFF

C

B

POWER EJECT

LOCAL

MENU

ANALOG SDI OFF
REC INHIBIT

ON

REMOTE

PB

PULL
FOR VAR

PLAY PAUSE/STILL REC TAPE

EESETDATA` _MODEMENU UPDOWNPAGE

REW STOP FF
SEARCH

RESET

COUNTOR

50

テープについて

挿入口のセンターにカセットをあわせ、軽く押してく
ださい。
カセットテープは、自動的にローディングされます。

テープの種類と記録時間

Mカセット
O50 Mbpsモード
最大33分の記録・再生テープ

O25 Mbpsモード
最大66分の記録・再生テープ

Lカセット
O50 Mbpsモード
最大92分の記録・再生テープ

O25 Mbpsモード
最大184分の記録・再生テープ

AJ-P34LP、AJ-P66LP、AJ-P94LP、
AJ-P126LP、AJ-P184LP＊
＊AJ-P184LPにて、DVCPRO (25Mモード) で記録
されたテープは、DVCPRO (25M) 長時間テープ対応
VTRにてご使用ください。

AJ-5P63LP、AJ-5P92LP

AJ-P12MP、AJ-P24MP、AJ-P33MP、
AJ-P46MP、AJ-P66MP

AJ-5P23MP、AJ-5P33MP

Mカセット

Lカセット

<ご注意>
民生用DVテープ は使用できません。挿入
しないでください。
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STOPモード
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1

CH1

AUDIO OUT 25

CH1
ST

CH2

AUDIO MON SELECT

CH 3·4 50Mbps

CH2

REC

INPUT SELECT

ON

OFF

C

B

POWER EJECT
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PLAY PAUSE/STILL REC TAPE
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50

操作方法

<STILL TIMER設定のご注意>
O繰り返し、同じテープの同じ箇所を使用するとき
などには、同一箇所での累計待機時間が長くなりま
す。テープ保護のため、同一箇所での待機時間は、
できる限り短くご使用ください。

電源投入/カセット挿入

1 2

3

電源を入れます。1

STOPボタンを押すと、STOPモードになりま
す
STOPランプが点灯し、テープ走行が停止しま
す。
Oテープ保護のため、セットアップメニュー
No. 400「STILL TIMER」で設定した時間
が経過すると、テープ保護モードになります。
(36ページ参照)
STOP・REW・FF・PLAYの各ボタンを
押すと、それぞれのモードになります。

1

カセットテープを挿入します。
カセットテープは、無理なく正規の位置に挿入
してください。

2

STOPランプが点灯していることを確認します。
テープを挿入すると、自動的にシリンダーが回
転し、テープがローディングされ、STOPモー
ドになります。

3

<ノート>
セットアップメニューNo. 104がONに設定されて
いる場合、リファレンスビデオ入力が無いとSTOP
ボタンが点滅します。(34ページ参照)

操作を始める前に、機器の接続が正しいかを確認して
ください。
また、本機は必ず水平に設置して操作を行ってくださ
い。
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操作方法

OセットアップメニューNo. 105が「PB」に設定
されているとき、REC/PLAYボタンを押してから
記録を開始するまで2～3秒かかります。
(34ページ参照)
より素早く記録を開始する場合は、「REC」に設定
してください。ただし、「REC」に設定した場合は、
再生時にPLAYボタンを押してから画像が出るま
での時間が遅くなります。

<ノート>
Oビデオ信号とオーディオ信号の入力を、別々に
ANALOGとSDIとに切り替えはできません。

O入力信号に記録防止信号が記録されているものは、
正しく記録できません。

O記録中は、SERVOランプが点灯していることを確
認します。ランプが点滅または消えているときは、
再生した画像は乱れます。

記　録

セットアップメニューNo. 007の設定で、50
Mbpsモードで記録するか、25 Mbpsモードで
記録するかを選択します。
(33ページ参照)

1

一時停止/記録(つなぎ撮り)

カセットテープを再生中に、PAUSE/STILLボ
タンを押します。

1

RECボタンを押し、REC PAUSEモードにし
ます。
このとき、E-E画面にモニター表示が切り替わり
ます。
セットアップメニューNo.110「AUTO BACK」
が「 R E C - P 」または「 A L L 」のとき、
PAUSE/STILLボタンを押した位置より、2～
3秒テープが巻き戻されます。(35ページ参照)

2

PAUSE/STILLボタンを押し、記録を始めます。

1でPAUSE/STILLボタンを押した位置までテ
ープが走行し、記録を開始します。

＜ノート＞
Oこのとき、E-E画面が表示されます。
O50 Mbpsモードから25 Mbpsモードへの
つなぎ撮りおよび、その逆はできません。

3

再度PAUSE/STILLボタンを押し、記録を一時
停止します。
セットアップメニューNo. 110「AUTO BACK」
が「REC - P」または「AL L」のときは、
PAUSE/STILLボタンを押した位置より2～3
秒テープが巻き戻されてから、一時停止します。

4

3と4を繰り返し行うことにより、つなぎ撮りを
することができます。

5

カセットテープの誤消去防止用ツメを「記録」
側にし、テープを挿入します。

2

1. 入力ビデオ/オーディオ信号の選択
1) 記録する信号を接続します。
2) フロントパネルの INPUT SELECTボタ
ンで、ビデオとオーディオの入力信号を選
択します。

2. オーディオレベル調整
Oオーディオ入力信号レベルを調整します。
オーディオ信号は、オーディオ記録レベル
の調整ボリュームを押し込んだ状態で、適
正なレベルで記録されます。

4

RECボタンを押しながら、PLAYボタンを押し
ます。
RECとPLAYランプが点灯し、記録が始まりま
す。
セットアップメニューNo. 110「AUTO BACK」
が「ALL」のとき、RECボタンとPLAYボタン
を押した位置より2～3秒テープが巻き戻され
た後、助走を行い、RECボタンとPLAYボタン
を押した位置から記録を開始しますので、乱れ
なく映像をつなぎ撮りすることができます。
(35ページ参照)

5

記録を終了するときは、STOPボタンを押しま
す。
記録が終了し、停止モードになります。

6

STOPボタンを押して、本機をSTOPモードに
します。

3
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操作方法

早送り再生/巻き戻し再生

サーチモード (サーチスチル/FWDサーチ/REVサー
チ/FWDサーチスチル/REVサーチスチル) 中にFF
ボタンまたはREWボタンを押すと、セットアップメ
ニューNo. 100で設定したスピードで、早送り再生
または巻き戻し再生します。(34ページ参照)
また、FFモード中またはREWモード中にSEARCH
ボタンを押すと、セットアップメニューNo. 100で
設定したスピードまで減速し、早送り再生または巻き
戻し再生します。
早 送 り 再 生 中 ま た は 巻 き 戻 し 再 生 中 に
PAUSE/STILLボタンを押すと、一時停止します。
再度押すと、早送り再生または巻き戻し再生を再開し
ます。

再　生

カセットテープを挿入します。1
PLAYボタンを押します。
通常の再生が開始されます。

2

再生を終了するときは、STOPボタンを押しま
す。
VTRは、STOPモードになります。

3

<ノート>
O再生中は、SERVOランプが点灯していることを確
認してください。消灯もしくは点滅していますと、
再生画像が乱れます。

OセットアップメニューNo. 007 の設定で、50
Mbpsモードか、25 Mbpsモードかをテープの記
録モードに合わせて選択してください。また、セ
ットアップメニューNo. 008の設定をAUTOに
することにより、自動判別/自動切り替えを行うこ
とができます。(33ページ参照)
ただし、判別には多少の時間がかかることがあり
ます。

O再生の立ち上がり時は、画像が乱れることがあり
ます。

VTR動作の移行VTRの動作状態 操作するボタン

SEARCH サーチスチル

FFまたはREW FFまたはREW

PLAYまたは
STOP

PLAY PLAY

STOP STOP
任意の状態

PLAYまたは
STOP

PLAYまたはSTOP

SEARCH
FWDサーチ
(早送り再生)

FF

PLAYまたは
STOP

PLAYまたはSTOP

SEARCH
REVサーチ
(巻き戻し再生)

REW

PAUSE/STILL
またはSEARCH
またはFF

FWDサーチ
(早送り再生)

REW
REVサーチ
(巻き戻し再生)

FWD
サーチスチル

PAUSE/STILL
またはSEARCH
またはREW

REVサーチ
(巻き戻し再生)

FF
FWDサーチ
(早送り再生)

REV
サーチスチル

PLAYまたは
STOP

PLAYまたはSTOP

FF
FWDサーチ
(早送り再生)

REW
REVサーチ
(巻き戻し再生)

サーチスチル

SEARCH FF

REW
REVサーチ
(巻き戻し再生)

PAUSE/STILL FWDサーチスチル

FWDサーチ
(早送り再生)

SEARCH REW

FF
FWDサーチ
(早送り再生)

PAUSE/STILL REVサーチスチル

REVサーチ
(巻き戻し再生)

静止画再生

再生中にPAUSE/STILLボタンを押します。
もう一度PAUSE/STILLボタンを押すと、通常再生
に戻ります。
＜ノート＞
O静止画再生中には、音声は聞こえません。
O静止画には、ノイズが現れることがあります。
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操作方法

リニア0.3倍速再生

静止画再生 (PLAY PAUSE) 中にSEARCHボタン
を押すと、スロースチルモードになります。
この状態で、FFボタンまたはREWボタンを押すと、
リニア0.3倍速再生をします。
リニア0.3倍速再生中にPAUSE/STILLボタンを押
すと、一時停止します。
再度PAUSE/STILLボタンを押すと、リニア0.3倍
速再生を再開します。
＜ノート＞
リニア0.3倍速再生中は、ノイズが現れます。

可変速再生　(AJ-A95接続時)

REMOTE端子にAJ-A95 (オプション) を接続する
と、AJ-A95のサーチダイヤル操作により、可変速
再生することができます。
＜ノート＞
O1倍速以外の再生速度では、画面にノイズが現れま
す。

O可変速再生時は、アナログCUEトラックに記録さ
れている音声を再生します。

VTR動作の移行VTRの動作状態 操作するボタン

PAUSE/STILL PLAY PAUSEPLAY

PLAY PLAY

STOP STOP
任意の状態

STOP → FF FF

STOP → REW REW
任意の状態

PAUSE/STILL
またはPLAY

PLAY

SEARCH スロースチル
PLAY PAUSE

PLAY PLAY

FF FWDスロースロースチル

REW REVスロー

PAUSE/STILL
またはSEARCH
またはFF

FWDスロー

REW REVスロー

FWD
スロースチル

PAUSE/STILL
またはSEARCH
またはREW

REVスロー

FF FWDスロー

REV
スロースチル

REW REVスロー

SEARCHまたは
PAUSE/STILL

FWDスロースチル
FWDスロー

FF FWDスロー

SEARCHまたは
PAUSE/STILL

REVスロースチル
REVスロー
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操作方法

音声チャンネル

DVCPRO (25Mbps) フォーマットには、2chの音
声チャンネルが有り、DVCPRO 50 (50Mbps) フ
ォーマットには、4chがあります。
本機では、DVCPRO 50 (50Mbps) フォーマット
の2chのみを使用します。

50Mbps/25Mbpsでの記録・再生は、セットアッ
プメニューNo. 711/712の設定により行います。
(41ページ参照)

<記録時> 50Mbpsモード <記録時> 25Mbpsモード

$ アナログ信号入力

テープ上の
音声記録トラック

入力チャンネル
記録

CH1CH1

CH2CH2

CH3

CH4

$ シリアルデジタル多重信号入力 (SDI：オプション)
(セットアップメニューNo. 712の設定：CH1/CH2)

テープ上の
音声記録トラック

入力チャンネル
記録

CH1CH1

CH2CH2

記録しないCH3

記録しないCH4

CH3

CH4

(セットアップメニューNo. 712の設定：CH3/CH4)

テープ上の
音声記録トラック

入力チャンネル
記録

CH1CH3

CH2CH4

記録しないCH1

記録しないCH2

CH3

CH4

$ アナログ信号入力

テープ上の
音声記録トラック

入力チャンネル
記録

CH1CH1

CH2CH2

$ シリアルデジタル多重信号入力 (SDI：オプション)
(セットアップメニューNo. 712の設定：CH1/CH2)

テープ上の
音声記録トラック

入力チャンネル
記録

CH1CH1

CH2CH2

記録しないCH3

記録しないCH4

(セットアップメニューNo. 712の設定：CH3/CH4)

テープ上の
音声記録トラック

入力チャンネル
記録

CH1CH3

CH2CH4

記録しないCH1

記録しないCH2
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CH1CH1

CH2CH2

CH3

CH4

CH1CH3

CH2CH4

操作方法

<再生時> 50Mbpsモード <再生時> 25Mbpsモード

$ アナログ信号出力
(セットアップメニューNo. 711の設定：TR1/TR2)

出力チャンネル
テープ上の

音声記録トラック
再生

CH1CH1

CH2CH2

再生しないCH3

再生しないCH4

(セットアップメニューNo. 711の設定：TR3/TR4)

出力チャンネル
テープ上の

音声記録トラック
再生

再生しないCH1

再生しないCH2

出力チャンネル
テープ上の

音声記録トラック
再生

再生しないCH3

再生しないCH4

$ シリアルデジタル多重信号出力 (SDI：オプション)
(セットアップメニューNo. 711の設定：TR1/TR2)

CH1CH3

CH2CH4

CH3

CH4

出力チャンネル
テープ上の

音声記録トラック
再生

再生しないCH1

再生しないCH2

(セットアップメニューNo. 711の設定：TR3/TR4)

CH1CH1

CH2CH2

CH3

CH4

$ アナログ信号出力

出力チャンネル
テープ上の

音声記録トラック
再生

CH1CH1

CH2CH2

出力チャンネル
テープ上の

音声記録トラック
再生

$ シリアルデジタル多重信号出力 (SDI：オプション)
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タイムコード/ユーザービットについて

タイムコード

タイムコードは、タイムコードジェネレーター (タイ
ムコード信号発生器) によって発生されるタイムコー
ド信号をテープ上に記録し、タイムコードリーダー
(タイムコード信号読取器) でその値を読み取り、テー
プの絶対位置を時：分：秒：フレームの単位で表示す
るときに使用します。

タイムコードは、ヘリカルトラックのサブコード領域
(データー領域) へ書き込まれます。
このためにVTRの再生速度が、停止モード→スロー
再生→高速再生まで読み取ることができます。
タイムコード値は、ディスプレイやスーパーインポー
ズで表示されます。

TCR 00 : 07 : 04 : 24
↑ ↑ ↑ ↑
時 分 秒 フレーム

ユーザービット

ユーザービットは、タイムコード信号のうちでユーザ
ーに開放された32ビット (8桁) の情報枠のことで
す。オペレーターナンバーなどを記録することができ
ます。

ユーザービットに使用できる数字 (文字) は、0～9
と A B C D E F です。

タイムコードの設定

<ノート>

O初期値は、現在のタイムコード値が表示されます。

O「TC PRESET」設定時にRESETボタンを押す
と、00 : 00 : 00 : 00 にリセットされます。

OセットアップメニューNo. 504「TC MODE」を
「P-REC」または、「P-FREE」に設定していない
と設定ができません。(37ページ参照)

O設定終了後、SETボタンを押さずにMODEボタン
(REWボタン) を押すと、タイムコードの設定値は
キャンセルされて、通常のメニュー画面に戻りま
す。

VTRをメニューモードにします。
(LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをMENU
の位置にします。)

1

セットアップメニューNo.505「TC PRESET」
を選択します。(37ページ参照)

2

DATA＋ボタン (PAUSE/STILLボタン) また
は、DATA－ボタン (PLAYボタン) を押すと、
1桁目の値が点滅します。

3

MENU UPボタン (FFボタン) または、MENU
DOWNボタン (STOPボタン) を押すと、変更
する桁が移動し点滅します。

4

DATA＋ボタン (PAUSE/STILLボタン) また
は、DATA－ボタン (PLAYボタン) で値を変
更します。

5

設定終了後は、SETボタン (RECボタン) を押
します。
(通常のメニュー画面に戻ります。)

6

LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをLOCAL
または、REMOTEの位置にします。

7
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<ノート>
Oドロップフレームタイムコードを読んでいるとき
は、秒とフレームの間のコロンがピリオドに変わ
ります。

Oタイムコード信号が欠如したときには、CTL信号
で自動的に補います。
ディスプレイは、以下のようになります。

T＊R 00 : 07 : 04 : 24

タイムコード信号が欠如したとき、
＊表示になります。
(スーパーインポーズのみ)

ドロップフレームのときは、秒とフレームの間の
コロンが「．」になります。

タイムコード/ユーザービットについて

ユーザービットの設定

VTRをメニューモードにします。
(LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをMENU
の位置にします。)

1

セットアップメニューNo.506「UB PRESET」
を選択します。(37ページ参照)

以下、タイムコードの設定方法と同じです。

2

タイムコード/ユーザービットの
再生

STOPモードにします。1

COUNTERボタンで、「TC」または「UB」に
します。

TC ：タイムコードが表示されます。
UB ：ユーザービットが表示されます。
Oタイムコードが読み取れなくなった場合は、
CTLで補間します。

2

PLAYボタンを押します。
再生が開始され、タイムコードがディスプレイ
に表示されます。
セットアップメニューNo. 002が「ON」に設
定されている場合、MONITOR OUT端子からの
映像信号に、タイムコード値がスーパーインポ
ーズされます。(33ページ参照)

3
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表示位置
スーパーインポーズの表示位置は、セットアップメニ
ューNo. 004「CHARA H-POS」と No. 005
「CHARA V-POS」で変えることができます。
(33ページ参照)

スーパーインポーズ画面

＜ノート＞
PAGEボタンとDATA＋ボタンまたは、DATA－ボ
タンを押すと、押している間一時的にカウンター表示
となり、設定を確認することができます。
PAGEボタンを押している間も、DATA＋ボタン、
DATA－ボタンにより、実際の状態を確認しながら
設定することもできます。

モニターテレビとMONITOR OUT端子を接続して
いる場合は、モニターテレビにコントロール信号やタ
イムコードなどが略称文字で表示されます。
また、セットアップメニューNo. 002の設定で、表
示をON/OFFする切り替えができます。
(33ページ参照)

表示文字
スーパーインポーズの表示文字は、セットアップメニ
ューNo. 006 「CHARA TYPE」の設定で、文字の
背景を変えることができます。(33ページ参照)

TTCCRR        ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊::  ＊＊＊＊

モニターテレビ

TTCCRR        ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊::  ＊＊＊＊

モニターテレビ

TTCCRR        ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊::  ＊＊＊＊

モニターテレビ

TTCCRR        ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊::  ＊＊＊＊

モニターテレビ
TTCCRR        ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊::  ＊＊＊＊

モニターテレビ

省略文字
CTL (コントロール信号)
TCR (タイムコードの再生値)
UBR (ユーザービットの再生値)
REMAIN (テープ残量)

表示なし
：通常は表示なし

P ：DC電源電圧が低下して
いるときに点滅

S ：FAN STOP時に点滅
L ：LOW RF時に点滅
N：NO RF時に点滅
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＜ノート＞
Oテープの始端、終端を検知したとき、VTR動作モ
ード時は、行の先頭に [BOT (beginning of
tape)] [EOT (end of tape)] を表示します。
表示例：
EOT STOP
(テープ終端でSTOP状態)

BOT STANDBY OFF
(テープ始端でスタンバイ状態)

OT&S&Rモードのとき、3行目 (テープ残量の行)
に、下記のエラー表示を行います。
[FAN STOP]
：冷却ファンが停止したとき。
このとき、フロントパネルのカウンター表示
部には、「E-10」とカウンター値が交互に表
示されます。

[NO RF]
：テープのブランク部分を検出したとき。
このとき、フロントパネルのカウンター表示
部には、「E-09」が表示されます。

[SERVO NOT LOCKED]
：サーボロックしていないとき。
このとき、フロントパネルのカウンター表示
部には、「E-00」が表示されます。

[LOW RF]
：ヘッド出力がないとき。
このとき、フロントパネルのカウンター表示
部には、「E-01」が表示されます。

[HIGH ERROR RATE]
：エラーレートが悪いとき。(チャンネルコンデ
ィションが赤色のとき)
このとき、フロントパネルのカウンター表示
部には、「E-02」が表示されます。

動作モード
セットアップメニューNo. 003「DISPLAY SEL」
で表示する内容を選択できます。(33ページ参照)

「TIME」 ： カウンター値

「T&STA」 ： カウンター値、VTR動作モード

「T&R」 ： カウンター値、テープ残量

「T&S&R」 ： カウンター値、 VTR動作モード、
テープ残量

スーパーインポーズ画面

カウンター値

TIMEモード

TTCCRR        ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊::  ＊＊＊＊

モニターテレビ

カウンター値

T&STAモード

TTCCRR        ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊::  ＊＊＊＊
SSTTOOPP

モニターテレビ

VTR動作モード

カウンター値

T&S&Rモード

TTCCRR        ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊::  ＊＊＊＊
SSTTOOPP
RREEMMAAIINN  ＊＊＊＊＊＊＊＊ MMIINN

モニターテレビ

VTR動作モード

カウンター値

T&Rモード

TTCCRR        ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊ ::  ＊＊＊＊::  ＊＊＊＊
RREEMMAAIINN  ＊＊＊＊＊＊＊＊ MMIINN

モニターテレビ

テープ残量

テープ残量
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セットアップ (初期設定) 

本機の主な設定は、本機に接続されたビデオモニター
に表示される、オンスクリーンメニューで設定・確認
することができます。
また、フロントパネルのディスプレイ部に表示される、
項目番号と設定番号で設定・確認することもできま
す。
さらに、ユーザー設定メモリーを1セット用意して
いますので、あらかじめ好みの設定をメモリーして使
用することが可能です。

オンスクリーンメニューでの設定
方法

LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをMENU
の位置にします。
本機はメニュー設定モードになり、ビデオモニ
ターにメニュー画面が表示されます。

1

MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソル (＊) を変更したい項目に移
動します。
また、PAGEボタンを押しながらMENU-UPボ
タンまたは、MENU-DOWNボタンを押すと、
ページをUP/DOWNすることができます。

4

DATA＋ボタンまたは、DATA－ボタンを押し、
設定値を変更します。

5

LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをLOCAL
または、REMOTEの位置にします。
メニュー設定が終了します。

7

SETボタンを押し、設定値を確定します。

複数の項目を変更する場合は、4•5•6の操作を
繰り返し行います。
<ノート>
MODEボタンを押すことにより、設定値をキャ
ンセルすることができます。
設定値を確定せずに他の項目を変更する場合は、
MODEボタンを押し、その後4•5•6の操作を行
ってください。

6

MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソル (＊) を変更したいメニュー
に移動します。

2

MODEボタンを押し、各項目の設定を行います。
メニュー画面に戻るときは、PAGEボタンを押
しながらMODEボタンを押します。

3

メニュー設定モード時は、操作ボタンの“REW,
STOP, FF, SEARCH, PLAY, PAUSE/STILL,
REC”は、それぞれ“PAGE, MENU-DOWN,
MENU-UP, MODE, DATA－, DATA＋, SET”
として動作します。

SET–UP MENU MAIN
NO.00

＊ 00 SYSTEM
000 BASIC
100 OPERATION
200 INTERFACE
400 TAPE PROTECT
500 TIME CODE
600 VIDEO
700 AUDIO

工場出荷時の設定値への戻し方

LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをMENU
の位置にします。
本機はメニュー設定モードになり、ビデオモニ
ターにメニュー画面が表示されます。

1

RESETボタンを押します。
本機はデフォルト設定モードになり、デフォル
ト設定画面がビデオモニターに表示されます。

2

SELECT MODE
＊ 0 ESCAPE

1 LOAD
2 SAVE
3 PROTECT
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セットアップ (初期設定) 

SET–UP MENU <LOAD>
＊ NO

FACTORY (ALL)
FACTORY (NOT SYSTEM)
USER (ALL)
USER (NOT SYSTEM)

MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソルをFACTORY (ALL)に移動
して、SETボタンを押します。
OカーソルをFACTORY (NOT SYSTEM)に移
動してこの操作を行った場合は、SYSTEMメ
ニュー以外が工場出荷時の設定値に戻ります。

OカーソルをNOに移動してこの操作を行った
場合は、工場出荷時の設定値に戻らずにメニ
ュー画面に戻ります。

4
MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソルをUSER (ALL)に移動して、
SETボタンを押します。
OカーソルをUSER (NOT SYSTEM)に移動し
てこの操作を行った場合は、SYSTEMメニュ
ー以外の設定値が更新されます。

OカーソルをNOに移動してこの操作を行った
場合は、更新されないままメニュー画面に戻
ります。

5

LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをLOCAL
または、REMOTEの位置にします。
メニュー設定が終了します。

5

LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをLOCAL
または、REMOTEの位置にします。
メニュー設定が終了します。

7

SET–UP MENU <SAVE>
＊ NO

USER (ALL)
USER (NOT SYSTEM)

MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソルをSAVEの位置して、SET
ボタンを押します。
本機はSAVEモードになり、SAVE画面がビデ
オモニターに表示されます。

4

SAVE OK?
＊ NO

YES

SAVE を確認する画面が表示されるので、
MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソルをYESの位置して、SETボ
タンを押します。
設定値がメモリーされます。

6

ユーザーデフォルトの設定方法

LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをMENU
の位置にします。
本機はメニュー設定モードになり、ビデオモニ
ターにメニュー画面が表示されます。

1

「オンスクリーンメニューでの設定方法」2 ～～ 6
の操作を行い希望の設定値に変更します。
(27ページ参照)

2

RESETボタンを押します。
本機はデフォルト設定モードになり、デフォル
ト設定画面がビデオモニターに表示されます。

3

SELECT MODE
＊ 0 ESCAPE

1 LOAD
2 SAVE
3 PROTECT

MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソルをLOADの位置して、SET
ボタンを押します。
本機はLOADモードになり、LOAD画面がビデ
オモニターに表示されます。

3
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ユーザーデフォルトのロード方法

LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをMENU
の位置にします。
本機はメニュー設定モードになり、ビデオモニ
ターにメニュー画面が表示されます。

1

RESETボタンを押します。
本機はデフォルト設定モードになり、デフォル
ト設定画面がビデオモニターに表示されます。

2

MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソルをLOADの位置して、SET
ボタンを押します。
本機はLOADモードになり、LOAD画面がビデ
オモニターに表示されます。

3

SELECT MODE
＊ 0 ESCAPE

1 LOAD
2 SAVE
3 PROTECT

SET–UP MENU <LOAD>
＊ NO

FACTORY (ALL)
FACTORY (NOT SYSTEM)
USER (ALL)
USER (NOT SYSTEM)

MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソルをUSER (ALL)に移動して、
SETボタンを押します。
OカーソルをUSER (NOT SYSTEM)に移動し
てこの操作を行った場合は、SYSTEMメニュ
ー以外がメモリーされているユーザー設定値
で動作します。

OカーソルをNOに移動してこの操作を行った
場合は、メモリーされているユーザー設定値
に変更されないままメニュー画面に戻ります。

4

LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをLOCAL
または、REMOTEの位置にします。
メニュー設定が終了します。

5

メニュープロテクトの方法

LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをMENU
の位置にします。
本機はメニュー設定モードになり、ビデオモニ
ターにメニュー画面が表示されます。

1

本機をメニュープロテクトモードにすることにより、
フロントパネルのLOCAL/MENU/REMOTEスイッ
チをMENUの位置にしても、セットアップメニュー
を開かなくすることができます。

RESETボタンを押します。
本機はデフォルト設定モードになり、デフォル
ト設定画面がビデオモニターに表示されます。

2

3

SELECT MODE
＊ 0 ESCAPE

1 LOAD
2 SAVE
3 PROTECT

MENU PROTECT OK?
＊ NO

YES

MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソルをYESの位置に移動して、
SETボタンを押します。
メニュー画面が表示されます。

4

セットアップ (初期設定) 

MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソルをPROTECTの位置して、
SETボタンを押します。
本機はメニュープロテクト設定モードになり、
メニュープロテクトを確認する画面がビデオモ
ニターに表示されます。



30

MENU-UPボタンまたは、MENU-DOWNボタ
ンを押し、カーソルをNOの位置に移動して、
SETボタンを押します。
メニュープロテクトが解除されます。

3

LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをLOCAL
または、REMOTEの位置にします。
本機がメニュープロテクトモードに設定されま
す。
LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをMENU
の位置にすると、メニュー設定モードにならず、
ビデオモニターの画面に「MENU PROTECTED」
と表示されます。

<ノート>
メニュープロテクトモード設定中に、フロント
パネルの COUNTER ボタンを押しながら、
LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをMENU
の位置にすると、メニュー設定モードになり、
通常のメニュー設定ができます。
「オンスクリーンメニューでの設定方法」の2 ～～
7を実施してください。(27ページ参照)

5

セットアップ (初期設定) 

メニュープロテクトの解除方法

フロントパネルのCOUNTERボタンを押しなが
ら、LOCAL/MENU/REMOTE スイッチを
MENUの位置にします。
メニュー設定モードになり、ビデオモニターに
メニュー画面が表示されます。

1

2

MENU PROTECT OK?
＊ NO

YES

前記「メニュープロテクトの方法」の 2•3を実
施します。
メニュープロテクトを確認する画面がビデオモ
ニターに表示されます。

DIAGメニューの表示方法

EJECTボタンを押しながら、LOCAL/MENU/
REMOTEスイッチをMENUの位置にします。
本機はDIAG表示モードになり、ビデオモニタ
ーにHOURメーターが表示されます。

1

「r」が付いている項目は、サービス時にリセット
できる項目です。

DIAG–MENU HOURS METER
Ser ＊＊＊＊＊＊＊＊＊
H00 OPERATION 00000H
H01 DRUM RUN 00000H
H02 TAPE RUN 00000H
H03 THREADING 00000T
H11 DRUM RUN r 00000H
H12 TAPE RUN r 00000H
H13 THREADING r 00000T

HOUR メーターが表示されている状態で、
PAGEボタンを押しながらMENU-UPボタンま
たは、MENU-DOWNボタンを押します。
デッキのシリアルNo. とソフトウェアのバージ
ョンが、ビデオモニターに表示されます。

2

再度PAGEボタンを押しながらMENU-UPボタ
ンまたは、MENU-DOWNボタンをすとHOUR
メーター表示に戻ります。

DIAG–MENU VERSION
<NTSC>
FRONT 1.＊＊-＊＊
IF 1.＊＊-＊＊-＊.＊＊
AV-SYSCON 1.＊＊-＊＊-＊.＊＊
DV 1.＊＊-＊＊-＊.＊＊
CYLINDER 1.＊＊-＊＊-＊.＊＊
REEL 1.＊＊-＊＊-＊.＊＊

LOCAL/MENU/REMOTEスイッチをLOCAL
または、REMOTEの位置にします。
通常のモードに戻ります。

3

本機には、「HOURメーター」「ソフトウェアのバー
ジョン」「デッキのシリアルNo.」をビデオモニター
に表示させる機能があります。
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SYSTEMメニュー

項 目 設 定 値

No. スーパー表示 No. スーパー表示
設 定 内 容

00 ENCODER SEL

0000
0001

REMOTE
LOCAL

エンコーダー調整 (アナログビデオ出力信号の各調整) を外部のエ
ンコーダーリモートコントローラーで行うか、本機で行うかを設
定します。
0：外部のエンコーダーリモートコントローラーで調整を行う。
1：本機で調整を行う。

　　　　 は、工場出荷モードです。

01 VIDEO LEVEL 0000
：

0128
：

0255

－128
：
0
：

127

本機でエンコーダー調整を行う場合に、ビデオレベルを設定しま
す。
最大可変量は、±3 dBです。

02 SET UP 0000
：

0128
：

0255

－128
：
0
：

127

本機でエンコーダー調整を行う場合に、セットアップ量を設定し
ます。
最大可変量は、10 IREです。

03 HUE 0000
：

0128
：

0255

－128
：
0
：

127

本機でエンコーダー調整を行う場合に、HUEを設定します。
最大可変量は、±25°です。

04 CHROMA LEVEL 0000
：

0128
：

0255

－128
：
0
：

127

本機でエンコーダー調整を行う場合に、クロマレベルを設定しま
す。
最大可変量は、±3 dBです。

05 SYSTEM H 0000
：
：
：

0255

－128
：
：
：

127

本機でエンコーダー調整を行う場合に、H PHASEを設定します。
最大可変量は、±8μsecです。

07 SC FINE 0000
：
：
：

0255

－128
：
：
：

127

本機でエンコーダー調整を行う場合に、SC PHASEのFINE調整
をします。
最大可変量は、±45°です。
SC COARSE調整と合わせ、360°をカバーします。

06 SC COARSE 0000
0001
0002
0003

0
90
180
270

本機でエンコーダー調整を行う場合に、SC COARSEの粗調整を
します。
可変量は、90°毎の4ポジションです。

08 SCH COARSE 0000
0001
0002
0003

0
90
180
270

SCHの粗調整をします。
可変量は、90°毎の4ポジションです。

<ノート>
O項目No. 01, 02, 03, 04は、初期化操作で「ALL」を選択した場合のみに、初期化されます。
O の設定項目は、通常のメニューリセット操作で初期化されません。

セットアップメニュー
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09 SCH FINE 0000
：
：
：

0255

－128
：
：
：

127

SCHのFINE調整をします。
最大可変量は、±45°です。
SCH COARSE調整と合わせ、360°をカバーします。

SYSTEMメニュー

項 目 設 定 値

No. スーパー表示 No. スーパー表示
設 定 内 容

10 AV PHASE 0000
：
：
：

0255

－128
：
：
：

127

映像信号に対する音声出力の位相を調整します。
可変量は、20.8μsecステップです。

セットアップメニュー

<ノート>
の設定項目は、通常のメニューリセット操作で初期化されません。
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<ノート>
O項目「CHARA H-POS」、「CHARA V-POS」設定時、PAGEボタンとDATA＋ボタンまたは、
DATA－ボタンを押すと、押している間一時的にカウンター表示となり、設定を確認することができ
ます。
PAGEボタンを押している間も、DATA＋ボタン、DATA－ボタンにより、実際の状態を確認しなが
ら設定することもできます。

000 LOCAL ENA

0000
0001
0002

DIS
ST&EJ
ENA

REMOTE/LOCALスイッチが「REMOTE」のときに、フロント
パネルで操作可能なスイッチを設定します。
0：全ての操作が不可。
1：STOPスイッチ、EJECTスイッチのみ操作可能。
2：COUNTERボタンとRESETボタン以外の、全ての操作が可
能。

001 TAPE TIMER

0000
0001

±12h
24h

CTLカウンターを、12時間表示にするか24時間表示にするかを
設定します。
0：12時間表示
1：24時間表示

002 SUPER

0000
0001

OFF
ON

ビデオモニター出力にタイムコード等の、スーパー表示を行うか
どうかを設定します。
0：表示しない。
1：表示する。

003 DISPLAY SEL
0000
0001
0002
0003

TIME
T&STA
T&R

T&S&R

ビデオモニター出力のスーパー表示の内容を設定します。
0：時間のみ表示する。
1：時間と動作状態を表示する。
2：時間とテープ残量を表示する。
3：時間・動作状態・テープ残量を表示する。

004 CHARA H-POS 0000
：

0004
：

0008

0
：
4
：
8

スーパー表示の水平方向文字位置を設定します。

005 CHARA V-POS 0000
：

0022

0
：
22

006 CHARA TYPE
0000
0001

WHITE
W/OUT

スーパー表示やメニューの表示タイプを設定します。
0：白文字で、背景は黒のベタ塗りで表示する。
1：白文字で、黒の縁取りで表示する。

007 SYS FORMAT
0000
0001

50M
25M

本機の記録・再生フォーマットを設定します。
0：50 Mbpsモード
1：25 Mbpsモード

008 PB FORMAT
0000
0001

MANUAL
AUTO

テープ再生時のフォーマットを設定します。
0：メニューNo. 007 (SYS FORMAT) の設定に従う。
1：テープに記録されているフォーマットに従う。

BASICメニュー

項 目 設 定 値

No. スーパー表示 No. スーパー表示
設 定 内 容

　　　　 は、工場出荷モードです。

セットアップメニュー

スーパー表示の垂直方向文字位置を設定します。
T&S&Rモード (3行表示) のときは、0～18まで動きます。
T&STAモードとT&Rモード (2行表示) のときは、0～20まで
動きます。
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100 SEARCH SPEED

0000
0001

X4.1
X8.4

フロントパネルのサーチスイッチを押したときに、減速する速度
を設定します。
0：4.1倍速
1：8.4倍速

101 SHTL MAX

0000
0001
0002

X8.4
X16
X32

9ピンリモート端子に接続された外部コントローラーを使用する
ときの、シャトルモードの最高速度を設定します。
0：8.4倍速
1：16倍速
2：32倍速

103 AUDIO MUTE

0000
0001

OFF
ON

STOPモードやサーチモードからPLAYモードに移行したとき
の、音声信号が出力されるまでの状態を設定します。
(PCMオーディオのみ機能します。)
0：音声が出力されるまでの時間が短くなる。
1：音声が安定してから出力する。

104 REF ALARM

0000
0001

OFF
ON

REF. VIDEOが接続されていないときに、警告表示をするかどう
かを設定します。
0：警告表示をしない。
1：警告表示をする。(警告時、STOPボタンが点滅する。)

105 STOP MODE
0000

0001

REC

PB

STOP時のディジタル回路のモードを設定します。
0：ディジタル回路がREC系になります。RECモードに移行す

る時間が短くなる。
このとき、TAPE/EEスイッチの位置にかかわらず、E-Eモー
ドになる。

1：ディジタル回路がPB系になります。PBモードに移行する時
間が短くなる。

106 HUMID OPE
0000
0001

OFF
ON

結露時に、結露を無視して動作させるかどうかを設定します。
0：結露時は動作をしない。
1：結露時にも動作できるが、正常な動作は保証できない。

<ノート>
テープダメージ等が発生する可能性がありますので、通常は
「0：動作をしない」を選択してください。

107 WIDE MODE
0000
0001

WIDE
NORMAL

記録時にワイドモードで記録するかどうかを設定します。
0：ワイドモードで記録する。
1：4対3のノーマルモードで記録する。

108 AUTO REW

0000
0001

OFF
ON

記録・再生・サーチでテープ終端を検知したときに、テープ始端
まで自動的に巻き戻すかどうかを設定します。
0：テープを巻き戻さない。
1：テープを始端まで巻き戻す。

102 FF. REW MAX
0000
0001
0002

X16
X32
X60

FF・REWの最高速度を設定します。
0：16倍速
1：32倍速
2：60倍速
<ノート>
メニューNo. 007 (SYS FORMAT) の設定で、50Mモードを設
定している場合は、60倍速を選択しても32倍速で動作します。

OPERATIONメニュー

項 目 設 定 値

No. スーパー表示 No. スーパー表示
設 定 内 容

　　　　 は、工場出荷モードです。

セットアップメニュー
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111 AFTER CUE-UP
0000
0001

STOP
STILL

キューアップ後の状態を設定します。
0：STOPモードで停止する。
1：STILLモードで停止する。

115 EJECT EE SEL

0000
0001

EE
BLACK

EJECT中に、TAPE/EEスイッチがTAPEに設定されているとき
の映像出力と音声出力を選択します。
0：E-E映像とE-E音声を出力する。
1：映像出力と音声出力をミュートします。

112 CAP LOCK
0000
0001

2F
4F

キャプスタンロックモードを設定します。
0：2Fでロックする。
1：4Fでロックする。

OPERATIONメニュー

項 目 設 定 値

No. スーパー表示 No. スーパー表示
設 定 内 容

　　　　 は、工場出荷モードです。

200 ID SEL
0000
0001

OTHER
DVCPRO

コントローラーに返信する ID情報を設定します。
0：20 25Hを返信する。
1：DVCPRO独自の ID (F0 33H) を返信する。

INTERFACEメニュー

項 目 設 定 値

No. スーパー表示 No. スーパー表示
設 定 内 容

　　　　 は、工場出荷モードです。

セットアップメニュー

110 AUTO BACK

0000
0001

0002

OFF
REC-P

ALL

つなぎ撮り機能の操作方法を設定します。
(記録映像を乱れなくつなぐためにテープを数秒巻き戻す「AUTO
BACK機能」の動作を設定します。)
0：AUTO BACKしない。
1：REC PAUSE時にAUTO BACKし、記録待機状態で停止す
る。(PAUSEが解除されるとテープを助走し、記録を開始し
ます。)

2：設定0001 「REC-P」の機能に加えて、REC PLAY時には
AUTO BACKし、すぐにテープを助走して、記録を開始する。

113 BATTERY SEL
0000
0001
0002

NiCd-12
NiCd-13
NiCd-14

バッテリーの種類を設定します。
0：12V系バッテリー
1：13V系バッテリー
2：14V系バッテリー

114 FRZ MODE SEL

0000
0001

DIS
STBOFF

TAPE/EEスイッチがTAPEのとき、STANDBY OFF (HALF
LOADING) モードでの出力画像を選択します。
0：出力画像をミュートする。
1：STANDBY OFF (HALF LOADING) 時、その時点での再生
画をフリーズして出力する。

109 MEMORY STOP

0000
0001

OFF
ON

FF・REW時にCTLカウンターが0になったときに、テープを
STOPするかどうかを設定します。
(CTLモード時のみ機能します。)
0：テープをSTOPしない。
1：テープをSTOPする。
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400 STILL TIMER 0000
0001
0002
0003
0004
0005
0006
0007
0008

0.5S
5S
10S
20S
30S
40S
50S
1min
2min

STOPやSTILLの状態で放置されたときの、テープ保護モードに
なるまでの時間を設定します。
(単位　S：秒、min：分)

401 SRC PROTECT

0000
0001

STEP
HALF

STILL状態で放置されたときの、テープ保護モードの動作を設定
します。
0：STEP FWD
1：STANDBY OFF (HALF LOADING)
<ノート>
STEP FWDが選択されているときに、STILLの状態で放置され
た合計時間が30分になると、自動的にSTANDBY OFF (HALF
LOADING) モードへ移行します。

403 STOP PROTECT

0000
0001

STEP
HALF

STOP状態で放置されたときの、テープ保護モードの動作を設定
します。
0：STEP FWD
1：STANDBY OFF (HALF LOADING)
<ノート>
STEP FWDが選択されているときに、STOPの状態で放置され
た合計時間が30分になると、自動的にSTANDBY OFF (HALF
LOADING) モードへ移行します。

402 DRUM STDBY

0000
0001

OFF
ON

STANDBY OFF (HALF LOADING) 時のドラム動作を設定しま
す。
0：ドラムの回転を停止する。
1：ドラムの回転を継続する。

TAPE PROTECTメニュー

項 目 設 定 値

No. スーパー表示 No. スーパー表示
設 定 内 容

　　　　 は、工場出荷モードです。

セットアップメニュー
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500 VITC BLANK

0000
0001

BLANK
THRU

VITC信号をコンポジットビデオ出力に出力するかどうかを設定し
ます。
0：出力しない。
1：出力する。

505 TC PRESET メニューNo. 504 (TC MODE) で、TCGのモードがP-RECとP-
FREE のとき、タイムコードの値を設定します。
＋/－ボタンを押した後、変更したい桁をUP/DOWNボタンで選
択し、再度＋/－ボタンで値を変更します。

506 UB PRESET メニューNo. 504 (TC MODE) で、TCGのモードがP-RECとP-
FREE のとき、ユーザーズビットの値を設定します。
＋/－ボタンを押した後、変更したい桁をUP/DOWNボタンで選
択し、再度＋/－ボタンで値を変更します。

508 PHASE CORR

0000

0001

OFF

ON

TCGで発生するリニアタイムコードの位相補正コントロールを行
うかどうかを設定します。
0：位相補正コントロールを行わない。

(LTC PHASE CORRECTION BIT：0)
1：位相補正コントロールを行う。

(LTC PHASE CORRECTION BIT：1)

507 BINARY GP
0000
0001

0002
0003
0004
0005
0006
0007

000
001

010
011
100
101
110
111

TCGで発生するユーザーズビットの使用状態を設定します。
0：NOT SPECIFIED (キャラクタセットを指定しない。)
1：ISO CHARACTER (ISO646、ISO2022に準拠した8bit
キャラクタセット)

2：(未定義)
3：(未定義)
4：(未定義)
5：PAGE/LINE (SMPTE262MのPage/Line多重システム) 
6：(未定義)
7：(未定義)

501 VITC POS-1 0000
：

0006
：

0010

10L
：

16L
：

20L

VITC信号の挿入位置を設定します。
(VITC POS-2と同じラインは設定できません。)

502 VITC POS-2 0000
：

0008
：

0010

10L
：

18L
：

20L

VITC信号の挿入位置を設定します。
(VITC POS-1と同じラインは設定できません。)

503 TCG REGEN

0000
0001
0002

TC&UB
TC
UB

TCG (タイムコードジェネレーター) がリジェネモード時の、
REGEN (リジェネ) する信号を設定します。
0：TC、UB共にREGENする。
1：TCのみREGENする。
2：UBのみREGENする。

504 TC MODE
0000
0001
0002
0003
0004

P-REC
P-FREE
I-REG
E-VITC
E-LTC

TCGのモードを設定します。
0：記録と同時に、TCをカウントアップする。
1：VTRのモードに関係なく、TCをカウントアップする。
2：テープ上でTCが連続するように、カウントアップする。
3：ビデオ入力に重畳しているVITCに同期する。
4：TC入力のLTCに同期する。

TIME CODEメニュー

項 目 設 定 値

No. スーパー表示 No. スーパー表示
設 定 内 容

　　　　 は、工場出荷モードです。

セットアップメニュー
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509 TCG CF FLAG

0000
0001

OFF
ON

メニューNo. 504 (TC MODE) で、TCGのモードがP-RECとP-
FREE のとき、CF BIT (カラーフレームビット) にTCGのCFフ
ラグを付加するかどうかを設定します。
0：CFフラグを付加しない。(LTC CF BIT：0)
1：CFフラグを付加する。(LTC CF BIT：1)

510 DF MODE
0000
0001

DF
NDF

CTLおよびTCGのドロップフレームモードを設定します。
0：ドロップフレームモードで使用する。
1：ノンドロップフレームモードで使用する。

TIME CODEメニュー

項 目 設 定 値

No. スーパー表示 No. スーパー表示
設 定 内 容

　　　　 は、工場出荷モードです。

セットアップメニュー
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600 OUT VSYNC

0000
0001

N-VF
VF

E-Eモード記録時、映像出力の位相を入力するために、映像出力の
Verticalシンク位置をフロートさせるかどうかを設定します。
0：フロートさせない。
1：フロートさせる。

601 V-MUTE SEL

0000
0001

N-MUTE
LOW RF

再生中にLOW RFまたはNO RFになったときの、ビデオ信号の
ミュート処理を設定します。
0：ビデオ信号をミュートしない。(フリーズする)
1：ビデオ信号映像をミュートする。(ブラックにする)

602 CC (F1) BLANK

0000
0001

BLANK
THRU

第1フィールドのクローズドキャプション信号のON/OFFを設定
します。
0：強制的にブランキングする。
1：ブランキングしない。

603 CC (F2) BLANK

0000
0001

BLANK
THRU

第2フィールドのクローズドキャプション信号のON/OFFを設定
します。
0：強制的にブランキングする。
1：ブランキングしない。

604 FREEZE SEL
0000
0001
0002

FIELD1
FIELD2
FRAME

静止画面のフリーズモードを設定します。
0：フィールドフリーズ (第1フィールド)
1：フィールドフリーズ (第2フィールド)
2：フレームフリーズ

606 INPUT C KILL
0000
0001

B/W
AUTO

ビデオ入力信号のカラーキラー処理を設定します。
0：強制的にB/W処理を行う。
1：AUTO処理を行う。

607 IN FRM DET
0000
0001

FORCED
AUTO

入力時のフレーム検出処理を設定します。
0：常にフレーム検出を行う。
1：ノンスタンダードカラー信号時は、フレーム検出を禁止する。

605 EDH

0000
0001

OFF
ON

シリアルアウトにEDHを重畳するかどうかを設定します。
(オプションのSDI入出力ボード装着時に機能します。非装着時は
N/A表示となり、機能しません。)
0：重畳しない。
1：重畳する。

VIDEOメニュー

項 目 設 定 値

No. スーパー表示 No. スーパー表示
設 定 内 容

　　　　 は、工場出荷モードです。

セットアップメニュー
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700 CH1 IN LV 0000
0001
0002
0003

4dB
0dB

－3dB
－20dB

オーディオ入力 (CH1) の基準レベルを設定します。

701 CH2 IN LV 0000
0001
0002
0003

4dB
0dB

－3dB
－20dB

オーディオ入力 (CH2) の基準レベルを設定します。

702 CH1 OUT LV 0000
0001
0002
0003

4dB
0dB

－3dB
－20dB

オーディオ出力 (CH1) の基準レベルを設定します。

703 CH2 OUT LV 0000
0001
0002
0003

4dB
0dB

－3dB
－20dB

オーディオ出力 (CH2) の基準レベルを設定します。

704 EMPHASIS 0000
0001

OFF
ON
エンファシスのON/OFFを設定します。

705 MONI SEL
0000
0001

PLY PCM
PLY CUE

PLAY時の音声を設定します。
0：PCM音声を出力します。
1：CUE音声を出力します。

706 REC CUE
0000
0001
0002

CUEトラックに記録するオーディオ入力を設定します。
0：CH1入力を記録する。
1：CH2入力を記録する。
2：CH1入力とCH2入力をMIXして記録する。

707 PB FADE

0000
0001
0002

PLAY時のモニター出力および、ヘッドホン出力の音声を設定し
ます。
0：記録時の状態に従う。
1：強制CUT処理を行う。
2：強制FADE処理を行う。

708 MONITOR MIX

0000

0001

STEREO

CH1＋2

709 H.PHONE MIX

0000
0001

STEREO
CH1＋2

ヘッドホン出力を設定します。
(フロントパネルのオーディオモニター切り替えスイッチが「ST」
の位置のときに機能します。)
0：STREO出力する。
1：MIX出力する。(モノラルイヤホン使用時)

710 CUE OUT SEL

0000

0001

OFF

ON

オーディオ出力 (本線系) に、アナログCUE信号を出力するかど
うかを設定します。
0：アナログCUE信号を出力しない。

PLAY時はPCM音声を出力し、PLAY時以外は、無音声と
なる。

1：アナログCUE信号を出力する。
PLAY時はPCM音声を出力し、PLAY時以外は、アナログ
CUE信号を出力する。

AUDIOメニュー

項 目 設 定 値

No. スーパー表示 No. スーパー表示
設 定 内 容

　　　　 は、工場出荷モードです。

セットアップメニュー

オーディオモニター出力の方法を設定します。
(フロントパネルのオーディオモニター切り替えスイッチが「ST」
の位置のときに機能します。)
0：STREO出力する。(L端子よりL ch音声、R端子よりR ch
音声)

1：MIX出力する。(L/R端子共にMIX音声)

CH1
CH2

CH1＋2

AUTO
CUT
FADE
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711 PB AUDIO SEL

0000
0001

TR1/2
TR3/4

再生するオーディオトラックを設定します。
(50Mbpsモードのときに機能します。)
0：トラック1と2に記録されている音声を再生する。
1：トラック3と4に記録されている音声を再生する。

712 SDI IN SEL

0000
0001

CH1/2
CH3/4

記録するオーディオSDI入力チャンネルを設定します。
(オプションのSDI入出力ボード装着時に機能します。非装着時は
N/A表示となり、機能しません。)
0：SDI入力のCH1とCH2を記録する。
1：SDI入力のCH3とCH4を記録する。

713 AUD REC IN

0000
0001

CUT
FADE

ディジタルオーディオ記録開始点での、音声処理方法を設定しま
す。
0：CUT処理をする
1：Vフェード処理をする。

714 EMBEDDED
AUD

0000
0001

OFF
ON

音声の多重化を設定します。
(オプションのSDI入出力ボード装着時に機能します。非装着時は
N/A表示となり、機能しません。)
0：多重化しない。
1：多重化する。

AUDIOメニュー

項 目 設 定 値

No. スーパー表示 No. スーパー表示
設 定 内 容

　　　　 は、工場出荷モードです。

セットアップメニュー
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エラーメッセージ

装置に異常が発生した場合には、テープカウンターに下記のエラーメッセージが表示されます。

エラー
番号

内　　容

— d — 露付き。

E — 00

E — 01

E — 02

E — 11

E — 21

カセット挿入後、4秒経過してもカセットダ
ウンしません。
もしくは、EJECT後、4秒経過してもカセッ
トが出てきません。

E — 31 ローディング動作が4秒以内に完了しません。

E — 32
アンローディング動作が4秒以内に完了しま
せん。

E — 41
シリンダーモーターからFG信号 (回転速度信
号) が出力されていません。

E — 42
シリンダーモーターからPG信号 (位相信号)
が出力されていません。

E — 43 シリンダーモーターの回転数が異常に高い。

E — 44 シリンダーモーターの回転数が異常に低い。

E — 51
キャプスタンモーターからFG信号 (回転速度
信号) が出力されていません。

E — 52 キャプスタンモーターの回転数が異常に高い。

エラー
番号

内　　容

E — 66
始終端処理動作が7秒以上経過しても終了し
ていません。

E — 67
SERVO⇔AVSYS間の通信エラーです。デ
ータに異常があります。

E — 6A IF⇔FRONT間の通信エラーです。

E — 6B
IF⇔AVSYS間の通信エラーです。内部基準
または、外部基準に異常があります。

E — 68
SERVO⇔AVSYS間の通信エラーです。デ
ータがHighもしくはLowに固定されていま
す。

E — 69
電源投入時、SERVO⇔AVSYS間の通信に
異常があります。

E — 10
E — 80 電源電圧に異常があります。

E — bA
入力 DC 電圧が、アンダーカット電圧 (約
10.6V) 以下になったとき表示されます。

テープの大きさに合わせて動作するリール台が
2.5秒以上ロックされています。

E — 53 キャプスタンモーターの回転数が異常に低い。

E — 61 Sリールモーターがロックされています。

E — 62 Tリールモーターがロックされています。

E — 63 Sリールモーターの回転数が異常に高い。

E — 64 Tリールモーターの回転数が異常に高い。

E — 65 テンション異常を検出しました。

E — 09

サーボが3秒以上ロックしないとき表示され
ます。
セットアップメニューNo. 003を「T&S&R」
に設定しているときは、モニター画面3行目
(テ ー プ 残 量の行 ) に 「 SERVO NOT
LOCKED」が表示されます。

3秒以上ヘッド出力がないとき (目づまり等)
表示されます。
このとき、モニター画面の1行目 (カウンタ
ーの行) に「L」が表示されます。
また、セットアップメニュー No. 003 を
「T&S&R」に設定しているときは、3行目
(テープ残量の行) に「LOW RF」が表示され
ます。

エラーレートが悪いとき (チャンネルコンディ
ションランプが赤色のとき) 表示されます。
セットアップメニューNo. 003を「T&S&R」
に設定しているときは、モニター画面3行目
(テープ残量の行) に「HIGH ERROR RATE」
が表示されます。

テープのブランク部分を検出したとき表示さ
れます。
このとき、モニター画面の1行目 (カウンタ
ーの行) に「N」が表示されます。
また、セットアップメニュー No. 003 を
「T&S&R」に設定しているときは、3行目
(テープ残量の行) に「NO RF」が表示されま
す。

下記の条件を全て満たしたとき、ブランク部
分として認識します。
O全てのヘッド出力が無い。
O再生データが読み取れない。
OCTLが無い。

ファンモーターが停止しています。
このとき、モニター画面の1行目 (カウンタ
ーの行) に「S」が表示されます。
また、セットアップメニュー No. 003 を
「T&S&R」に設定しているときは、3行目
(テープ残量の行) に「FAN STOP」が表示さ
れます。
停止した状態で約5分経過すると、自動的に
POWER OFFになります。
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EMERGENCYイジェクト

1 トップパネルを外します。

2 赤いプラスチックのねじ部を、プラスドライバー
で押し込みながら、反時計方向に回します。
(アンローディングを開始するまで、約30回転必
要です。)

3 巻き取り治具 (同梱品) をテープ引き出し口 (VTR
のメカニズム側) より差し込み、Sリールのフラン
ジ部 (白いギヤ) を、巻き取り治具のゴム部で巻き
取り方向に回転させ、テープのたるみを取ります。

<ノート>
テープを傷つけないように、注意してください。

緊急時に手動でテープを取り出す手順

EJECTボタンを押しても、カセットテープを取り出せないときは、下記の方法で取り出すことができます。

O必ず、本機の電源をOFFにした状態で行ってください。

2
3
4

34

1

5

4 再度、赤いプラスチックのねじ部を、プラスドラ
イバーで押し込みながら、反時計方向に回し、S
リールのフランジ部を、巻き取り方向に回転させ
て、テープのたるみを取ります。
テープが完全にカセットケースに納まるまで、約
90回転 (赤いプラスチックのねじ部) この操作を
繰り返します。

5 スロットイン側の赤いプラスチックのねじ部を、
プラスドライバーで時計方向に回し、カセットテ
ープを取り出します。
(テープがイジェクトするまで、約140回転必要
です。)

<ノート>
カセットの蓋が閉じるときに、テープが噛み込ま
ないように、注意してください。
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ビデオヘッドクリーニング

本機には、自動的にヘッドの汚れを軽減するオートヘッドクリーニング機能が付いていますが、
より信頼性を高めるために毎日ビデオヘッドを清掃することをお薦めいたします。
クリーニング液は、当社指定のものをご使用ください。

結　露

露付きが起こるのは、暖房された部屋の窓ガラス一面に水滴 (露) がつくのと同じ原理です。
本機やテープを温度・湿度差の大きいところに移動したときに起こります。
O湯気が立ちこもる湿度の高いところや、暖房した直後の部屋へ移動したとき。
O冷房されているところから、急に温度・湿度の高いところへ移動したとき。

このようなところへ移動したときは、すぐ電源を入れずに10分程度放置したままでお待ちく
ださい。もし、本機に結露が発生したときは、カウンター表示部にエラーメッセージ (— d —)
が点灯し、カセットテープは自動的に排出されます。
そのまま電源を入れた状態で、エラーメッセージが消えるまでお待ちください。

お手入れについて

お手入れ前には、電源スイッチをOFFにし、必ず電源プラグを持ってコンセントから抜いてく
ださい。
キャビネットの清掃は柔らかい布で行ってください。汚れのひどいときは、台所洗剤をうすめ、
布に浸して固く絞って拭きます。汚れをふき取ったのち、乾いた布で仕上げを行ってください。
シンナー、ベンジンはご使用にならないでください。
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アフターサービス

1. 保証書…内容のご確認と保存のお願い
保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店」等の記
入を確かめて、お買い上げの販売店から受け取っ
ていただき、内容をよくお読みのうえ、大切に保
管してください。

2. 保証期間…お買い上げ日から1年間
取扱説明書および本体貼付ラベル等の注意事項に
従った正常なご使用状態で、保証期間内に万一故
障を生じた場合には、保証書記載事項に基づき、
販売店で「無料修理」させていただきます。保証
期間内でも次の場合には、原則として有料にさせ
ていただきます。

(ｲ)使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障
および損傷

(ﾛ)お買い上げ後の取付場所の移設、輸送、落下など
による故障および損傷

(ﾊ)火災、地震、水害、落雷、その他天災地変および
公害、塩害、ガス害 (硫化ガスなど)、異常電圧、
指定外の使用電源 (電圧、周波数) などによる故
障および損傷

(ﾆ)その他指定外の使用条件で使用された場合に生じ
た故障および損傷

(ﾎ)他の接続機器および接続部材に起因して生じた故
障および損傷

(ﾍ)別に指定する＊磨耗性の部品、あるいは付属品の
故障および損傷

アフターサービスについて

3. 補修用性能部品の最低保有期間
本機の補修用性能部品 (機能維持のために必要な
部品) の最低保有期間は、製造打ち切り後8年で
す。

4. 修理を依頼される前に
この取扱説明書をよくお読みのうえ、「故障かな？
と思う前に」の項を点検していただき、なお異常
があるときは、必ず電源プラグを抜いてから、販
売店にお申しつけください。

5. ご転居・定期保守サービス等ご不明な点は、お買
い上げの販売店にご相談ください。

＊磨耗性の部品とは、下記部品類です。

Oビデオヘッド
Oピンチローラー
O各種ブレーキ
Oモーター類

O各種ベルト
Oゴムプーリー類
Oローラー類
Oヘッド類

定期保守のおすすめ

ビデオは
O複雑なメカニズムで構成されており、ベルト、ロ
ーラー、ヘッドなどが数多く使用されています。

Oこれら部品は、使用時間が経過するにつれて磨耗
劣化し、故障の原因となります。

Oまた、ホコリ、ゴミなども安定した機能を妨げ、
トラブル発生の原因となります。

このため、単に将来の故障発生時に行うアフターサー
ビスにとどまらず、総合的なサービス、即ちビデオシ
ステムの機能を正常に維持させ、消耗部品などによる
突発的な故障を未然に防ぐために、保守サービス (メ
ンテナンス) を定期的に行うことが非常に大切である
といえます。定期保守サービス (有料扱い) について
は、お買い上げの販売店にご相談ください。
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定　格

【総合】

は安全項目です。

電源電圧 AC100V±10%、50 Hz/60 Hz
消費電力 90W

DC電源電圧
12V

DC電源入力電流
5.7A

動作周囲温度
5℃～40℃

動作周囲湿度
10%～85% (結露無し)

重量
7.8 kg

外形寸法
214 (幅) ×132 (高さ) ×430 (奥行) ㎜

記録フォーマット
DVCPRO50フォーマット/DVCPROフォーマ
ット切り替え

記録ビデオ信号
525i

記録オーディオ信号
ODVCPRO50：48 kHz、16 bit、4 ch
ODVCPRO： 48 kHz、16 bit、2 ch

記録トラック
Oデジタル ビデオ/オーディオ：

ヘリカルトラック
Oタイムコード：

ヘリカルトラック (サブコード領域)
Oキュー信号：

1トラック
Oコントロール (CTL)：

1トラック
テープスピード

ODVCPRO50：67.640 ㎜/秒
ODVCPRO： 33.820 ㎜/秒

記録時間
O 92分 (AJ-5P92LP使用時、DVCPRO50)
O 33分 (AJ-5P33MP使用時、DVCPRO50)
O184分 (AJ-P184LP使用時、DVCPRO＊)
O 66分 (AJ-P66MP使用時、DVCPRO)

【総合】
使用テープ
1/4″薄磁性層メタルテープ

FF/REW時間
5分以内 (AJ-5P92LP使用時)

【ビデオ】
$ デジタルビデオ
サンプリング周波数
(DVCPRO50)
Y：13.5 MHz、PB/PR：6.75 MHz

(DVCPRO)
Y：13.5 MHz、PB/PR：3.375 MHz

量子化
8 bits

ビデオ圧縮方式
DCT＋可変長符号

エラー訂正
リードソロモン積符号

$ アナログコンポジットIN/OUT
映像帯域
Y：30 Hz～4.5 MHz (±1 dB)

DG
6%以下

DP
4.5°以下

Y/Cディレイ
20 nsec以下

Kファクター
2%以下

$ 調整 (ビデオ出力信号)

ビデオゲイン
±3 dB以上

クロマゲイン
±3 dB以上

ヒュー
±25°以上

セットアップ
±10 IRE

H位相
±1.5μsec以上

SC位相 (COARSE)
360°

SC位相 (FINE)
90°

＊AJ-P184LPにて、DVCPRO (25Mモード) で記録さ
れたテープは、DVCPRO (25M) 長時間テープ対応VTR
にてご使用ください。



47

【オーディオ】
$ デジタルオーディオ
サンプリング周波数
48 kHz

量子化
16 bits

周波数特性
20 Hz～20 kHz ±1 dB

ダイナミックレンジ
85 dB以上
(1 kHz、エンファシスOFF、“A”weighted)

歪率
0.1%以下
(1 kHz、エンファシスOFF、基準レベル)

クロストーク
－80 dB以下 (1 kHz、2チャンネル間)

ワウ&フラッター
測定可能値以下

ヘッドルーム
20 dB

エンファシス
T1＝50μsec/T2＝15μsec
(ON/OFF可)

【入出力端子】
【表示管】$ ビデオ入力端子

アナログコンポジット入力
BNC×1、75Ω

リファレンス入力
アナログコンポジット、BNC×2 (ループスル
ー)、75Ω ON/OFF切り替え

$ ビデオ出力端子
アナログコンポジット出力
BNC×1、75Ω

モニター出力
BNC × 1、75 Ω、スーパーインポーズ
ON/OFF

$ オーディオ入力端子
アナログ入力
XLR×2 (CH1、CH2)、600Ω/High切り
替え、＋4/0/－3/－20 dBu

カウンター
8桁 (CTL/TC/UB/テープ残量切り替え)

オーディオレベルメーター
17段階＋OVER LEV表示

その他
サーボロック、テープ走行状態、記録/記録禁止、
SCH、REMOTE、WIDE、チャンネルコンディシ
ョン

【オプション】
O99ピピンンリリモモーートトココンントトロローーララーー

AJ-A95
Oエエンンココーーダダーーリリモモーートトココンントトロローーララーー

AU-Z2001
O99ピピンンリリモモーートトケケーーブブルル

AU-C5 (5 m)、AU-C10 (10 m)
Oココンンポポーーネネンントトシシリリアアルルイインンタターーフフェェイイススボボーードド
((SSDDII 入入出出力力ボボーードド))
AJ-YA95P

【入出力端子】
$ オーディオ出力端子
アナログ出力
XLR×2 (CH1、CH2)、ローインピーダンス、
＋4/0/－3/－20 dBm (600Ω負荷時)

モニター出力
PHONO×2 (L、R)、ローインピーダンス、
0 dBu、CH1/MIX/CH2切り替え可能

ヘッドホン出力
M3ステレオ×1、レベル可変 (最大－20 dBu)、
8Ω、CH1/MIX/STEREO/CH2切り替え可能

$ その他入出力端子
TC入力
BNC×1、0.5～8 VP-P、8 kΩ

TC出力
BNC×1、2.0 VP-P、ローインピーダンス

リモート
D-sub、9 pin (メス)×1、AJ-A95用
RS-422Aインターフェース準拠 (編集機能無
し)

エンコーダーリモート
D-sub、15 pin (メス)×1、AU-Z2001用

DC電源出力
4 pin×1、DC 12V、250 mA、AJ-A95用

定　格
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